
区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

(

メ
ー
ト
ル)

路

線

名

近
畿
自
動
車
道
伊
勢
線

道
路
の
区
域

三
重
県
多
気
郡
勢
和
村
大
字
丹
生
字
ク
グ
リ
谷
四
四
二
三
番
一
八

前

最
大
最
小

一
一
七
八
三

八
一

後

最
大
最
小

一
四
〇
八
七

平成˜�年˜™月˜日 木曜日 第›™™ 号官 報

第
一
第
二
号
中
「
適
合
す
る
構
造
の
防
火
戸
」
を
「
適

合
す
る
随
時
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
の
防
火
設

備
」
に
改
め
、
同
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

当
該
防
火
設
備
が
閉
鎖
す
る
に
際
し
て
、
前
号

ロ
\
及
び
]
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
人
の
通
行
の
用
に
供
す
る

部
分
以
外
の
部
分
に
設
け
る
防
火
設
備
に
あ
つ
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
一
第
二
号
ロ
中
「
当
該
戸
」
を
「
当
該
防
火
設
備
」

に
、「
防
火
戸
と
」
を
「
防
火
設
備
と
」
に
改
め
、
同
号
ニ

]
ü
及
び
ヘ
\
中
「
防
火
戸
」
を
「
防
火
設
備
」
に
改
め

る
。第

二
中
「
ハ
ま
で
」
を
「
ニ
ま
で
」
に
、「
ハ
に
」を「
ニ

に
」
に
改
め
、
第
二
第
一
号
中
「
常
時
閉
鎖
式
防
火
戸
」

を
「
第
一
第
一
号
に
定
め
る
構
造
の
防
火
設
備
」に
改
め
、

第
二
第
二
号
中
「
構
造
の
防
火
戸
」
を
「
随
時
閉
鎖
す
る

こ
と
が
で
き
る
構
造
の
防
火
設
備
」
に
改
め
る
。

第
三
中
「
及
び
ハ
に
掲
げ
る
要
件
（
ハ
」
を
「
、
ロ
及

び
ニ
に
掲
げ
る
要
件
（
ニ
」
に
改
め
、第
三
第
一
号
中「
常

時
閉
鎖
式
防
火
戸
」
を
「
第
一
第
一
号
に
定
め
る
構
造
の

防
火
設
備
」
に
改
め
、
第
三
第
二
号
中「
構
造
の
防
火
戸
」

を
「
随
時
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
の
防
火
設
備
」

に
改
め
る
。

第
四
中
「
及
び
ハ
に
掲
げ
る
要
件
（
ハ
」
を
「
、
ロ
及

び
ニ
に
掲
げ
る
要
件
（
ニ
」
に
改
め
、第
四
第
一
号
中「
常

時
閉
鎖
式
防
火
戸
」
を
「
第
一
第
一
号
に
定
め
る
構
造
の

防
火
設
備
」
に
改
め
、
第
四
第
二
号
中「
構
造
の
防
火
戸
」

を
「
随
時
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
の
防
火
設
備
」

に
改
め
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
八
百
五
十
三
号

中
央
卸
売
市
場
の
卸
売
業
者
が
卸
売
の
業
務
を
廃
止
し

た
の
で
、
卸
売
市
場
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
五

号
）
第
五
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、告
示
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

農
林
水
産
大
臣

中
川

昭
一

卸
売
の
業
務
を
廃
止
し
た

卸
売
業
者
の
名
称

株
式
会
社
福
島
魚
類

卸
売
の
業
務
を
行
っ
て
い

た
市
場

福
島
市
中
央
卸
売
市
場

取
扱
品
目
の
部
類

水
産
物
部

廃
止
の
年
月
日

平
成
十
七
年
十
月
二
十
一
日

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
八
百
五
十
四
号

農
山
漁
村
滞
在
型
余
暇
活
動
の
た
め
の
基
盤
整
備
の
促

進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
二

十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
登
録
実
施
機
関
を

登
録
し
た
の
で
、
同
法
第
三
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
基

づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

農
林
水
産
大
臣

中
川

昭
一

一

登
録
の
年
月
日
及
び
登
録
番
号

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

第
〇
〇
一
号

二

氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、

代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

財
団
法
人
都
市
農
山
漁
村
交
流
活
性
化
機
構

檜
垣
徳
太
郎

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
一
丁
目
五
番
三
号

三

登
録
実
施
事
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
一
丁
目
五
番
三
号

〇
特
許
庁
告
示
第
六
号

特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十
四
号
）

第
七
十
九
第
一
項
並
び
に
第
八
十
条
第
一
号
及
び
第
二
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
五
十
三
年
九
月
二
十
九
日
特
許

庁
告
示
第
二
号
（
国
際
事
務
局
の
口
座
及
び
本
邦
通
貨
の

金
額
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平

成
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日特

許
庁
長
官

中
嶋

誠

第
一
号
１
中
「
株
式
会
社
東
京
三
菱
銀
行
」
を
「
株
式

会
社
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
」
に
改
め
る
。

第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

本
邦
通
貨
の
金
額

１

千
四
百
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン

十
二
万
一
千
八
百
円

２

十
五
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン

千
三
百
円

３

二
百
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン

一
万
七
千
四
百
円

４

百
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン

八
千
七
百
円

５

三
百
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン

二
万
六
千
百
円

〇
特
許
庁
告
示
第
七
号

特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十
四
号
）

第
七
十
八
条
の
二
及
び
第
七
十
八
条
の
三
の
規
定
に
基
づ

き
、昭
和
六
十
年
九
月
二
十
一
日
特
許
庁
告
示
第
二
号（
特

許
庁
以
外
の
国
際
調
査
機
関
に
対
す
る
手
数
料
の
納
付
の

た
め
の
口
座
及
び
調
査
手
数
料
の
金
額
に
相
当
す
る
本
邦

通
貨
の
金
額
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

し
、
平
成
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日特

許
庁
長
官

中
嶋

誠

第
一
号
１
中
「
株
式
会
社
東
京
三
菱
銀
行
」
を
「
株
式

会
社
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
」
に
改
め
る
。

第
二
号
中
「
二
十
一
万
七
千
三
百
円
」
を
「
二
十
万
九

千
八
百
円
」
に
改
め
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
九
十
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
高

速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
中
部
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

北
側

一
雄

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
九
十
一
号

航
空
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
五
十

六
号
）
第
百
九
十
四
条
第
二
項
第
二
号
ロ
の
規
定
に
基
づ

き
、
航
空
機
に
よ
る
放
射
性
物
質
等
の
輸
送
基
準
を
定
め

る
告
示（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
九
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

北
側

一
雄

第
二
十
三
条
第
一
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

防
護
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
関
す
る
詳
細
な

事
項
は
、
当
該
事
項
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
者
以
外
の
者
に
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
管
理
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
防
護

に
関
す
る
秘
密
に
つ
い
て
は
、
秘
密
の
範
囲
及
び

業
務
上
知
り
得
る
者
を
指
定
し
、
か
つ
、
管
理
の

方
法
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
漏
え
い
の
防

止
を
図
る
こ
と
。

第
二
十
三
条
第
三
号
中
「
及
び
チ
」
を
「
、チ
及
び
ヌ
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、平
成
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
九
十
二
号

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三

十
八
号
）
第
百
十
二
条
第
十
四
項
第
一
号
、
第
百
二
十
九

条
の
十
三
の
二
第
三
号
及
び
第
百
三
十
六
条
の
二
第
一
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
四
十
八
年
建
設
省
告
示
第
二
千

五
百
六
十
三
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

北
側

一
雄

第
一
中
「
ハ
ま
で
」
を
「
ニ
ま
で
」
に
、「
ハ
に
」を「
ニ

に
」
に
改
め
、
第
一
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
常
時
閉
鎖
状
態
を

保
持
す
る
構
造
の
防
火
設
備
と
す
る
こ
と
。

イ

次
の
\
又
は
]
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

\

面
積
が
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
防
火
戸

で
、
直
接
手
で
開
く
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
自

動
的
に
閉
鎖
す
る
も
の
（
以
下
「
常
時
閉
鎖
式

防
火
戸
」
と
い
う
。）で
あ
る
こ
と
。

]

面
積
が
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
防
火
戸

で
、
昇
降
路
の
出
入
口
に
設
け
ら
れ
、
か
つ
、

人
の
出
入
り
の
後
二
十
秒
以
内
に
閉
鎖
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

当
該
防
火
設
備
が
開
い
た
後
に
再
び
閉
鎖
す
る

に
際
し
て
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
人
の
通
行
の
用
に
供
す

る
部
分
以
外
の
部
分
に
設
け
る
防
火
設
備
に
あ
つ

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

\

当
該
防
火
設
備
の
質
量
（
単
位

キ
ロ
グ
ラ

ム
）
に
当
該
防
火
設
備
の
閉
鎖
時
の
速
度
（
単

位

メ
ー
ト
ル
毎
秒
）
の
二
乗
を
乗
じ
て
得
た

値
が
二
十
以
下
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

]

当
該
防
火
設
備
の
質
量
が
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム

以
下
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
水
平
方
向
に
閉

鎖
を
す
る
も
の
で
あ
つ
て
そ
の
閉
鎖
す
る
力
が

百
五
十
ニ
ュ
ー
ト
ン
以
下
で
あ
る
も
の
又
は
周

囲
の
人
と
接
触
す
る
こ
と
に
よ
り
停
止
す
る
も

の
（
人
と
の
接
触
を
検
知
し
て
か
ら
停
止
す
る

ま
で
の
移
動
距
離
が
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下

で
あ
り
、
か
つ
、
接
触
し
た
人
が
当
該
防
火
設

備
か
ら
離
れ
た
後
に
再
び
閉
鎖
又
は
作
動
を
す

る
構
造
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）に
あ
つ
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

Ÿ
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